
　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）は
、
イ
ン

ド
洋
と
太
平
洋
の
２
つ
の
海
に
面
す
る
地
域
に
存
在

す
る
。
日
本
政
府
が
提
唱
す
る
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
の
中
核
を
成
す
存
在

で
あ
る
。
日
本
政
府
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
２
０
１
９
年
に
発
表
し
た
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関

す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」

を
支
持
す
る
形
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
特
に
、
地
域
の
連
結
性
を
高
め
る
イ
ン

フ
ラ
支
援
や
海
上
交
通
の
自
由
に
と
っ
て
必
要
な
海

上
保
安
能
力
の
強
化
は
そ
の
中
心
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
こ
う
し
た
支
援
に
加
え
、
足
元
で

は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
支
援
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
支
援

　

東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
た
初
期
の
頃
に
は
そ
の
抑
え
込

み
に
成
功
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
１

年
４
月
以
降
、
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
、
経
済
も
深

刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
感
染
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
デ

ル
タ
株
の
影
響
に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅
れ
、

診
断
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
不
足
、
医
療
体
制
の
崩
壊

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
進
出
し

て
い
る
日
系
企
業
の
現
地
駐
在
員
が
退
避
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
医
療
体
制
は
日
本
企
業
の
活

動
に
欠
か
せ
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
言
え
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
お
い

て
、
病
院
建
設
、
医
療
機
器
の
提
供
、
医
療
人
材
の

育
成
な
ど
、
数
多
く
の
協
力
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
す
る
形
で
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
２
０
２
０
年
７
月
か
ら
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
世
界

保
健
医
療
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
途
上

国
全
体
で
１
０
０
を
超
え
る
病
院
や
感
染
症
研
究
所

を
建
設
・
拡
充
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
も

30
を
超
え
る
病
院
・
研
究
所
を
建
設
・
拡
充
し
て
い

る
最
中
だ
。
ま
た
、
希
望
す
る
国
に
は
日
本
の
医
療

機
関
か
ら
の
遠
隔
医
療
の
提
供
も
行
っ
て
お
り
、
日

本
の
医
療
と
の
連
携
や
医
療
人
材
の
育
成
に
も
対
応

し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

で
遠
隔
医
療
の
提
供
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
接

種
用
の
ワ
ク
チ
ン
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ（

注
）や
日
本
政
府
か
ら

の
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
保
管
の
た
め
の
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
や
接
種
の
た
め
の
技
術
協
力
に
も
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０
年
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
対

応
緊
急
支
援
円
借
款
」
を
創
設
し
、
７
月
に
フ
ィ
リ

ピ
ン（
供
与
額
５
０
０
億
円
）、
８
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）副
理
事
長

山やまだ
田
順じゅん

い
ち一

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
考
え
る
コ
ロ
ナ
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
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特集 新時代の日ASEAN関係
─連携と協創による持続可能な社会の実現に向けて

の
近
代
化
の
経
験
や
戦
後
の
経
済
復
興
、
援
助
国
と

し
て
の
知
見
に
つ
い
て
英
語
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

放
送
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
大
学
と
共
同
で

提
供
し
て
い
る
。
英
語
で
学
位
を
取
る
留
学
生
に
お

い
て
も
、
日
本
滞
在
中
に
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
の
試
み
だ
。
ま
た
、
日
本
に
来
て

い
る
留
学
生
に
限
ら
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
大
学
に
お
い
て
は
、
日
本
研
究
講
座（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
チ
ェ
ア
）を
設
け
る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ラ
ヤ
大
学
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
７
大
学
へ
の
設

立
を
進
め
て
い
る
。
日
本
の
歴
史
や
知
見
を
国
内
外

の
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
広
げ
、
知
日
派
・
親
日
派
の

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
迅
速
な
対
応

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
し
て
い
る
現

状
に
お
い
て
も
、
各
国
政
府
と
積
極
的
に
調
整
し
て

支
援
を
継
続
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
８
月
末
時
点

に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
の
渡
航
再
開
国
は
１
０

９
カ
国
、
現
地
に
滞
在
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
関
係
者
は
約
３

千
人
に
達
し
て
い
る
。
民
間
企
業
で
は
、
出
張
や
渡

航
も
限
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
日
本
の
援
助
機
関
と
し
て
日
本
企
業
の
コ
ロ
ナ
後
の

再
展
開
を
下
支
え
す
べ
く
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

促
進
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
所
存
だ
。
ま
た
、

民
間
企
業
に
対
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
直
接
に
出
資
や
融

資
を
行
う
海
外
投
融
資
も
準
備
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
向
け
に
５
件（
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
の
協

調
融
資
を
含
む
）を
承
諾
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
活
用
は
大
企
業
中

心
で
あ
っ
た
が
、
10
年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
中
小

企
業
が
途
上
国
で
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で（
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
）全
世

界
で
１
３
４
９
件
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
７
３
４
件

を
採
択
し
、
中
小
企
業
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
加
え
て
最
近
で
は
、
２
０
２

０
年
11
月
に
「
責
任
あ
る
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
一
般
社
団
法
人
ザ
・
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）と
と
も
に
設

立
し
た
。
こ
れ
は
、
技
能
実
習
生
な
ど
で
来
日
し
た

外
国
人
材
が
、
日
本
国
内
で
安
心
し
て
活
躍
で
き
る

た
め
に
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
企
業
で

は
、
労
働
力
が
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
べ

く
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
判
断
か
ら
だ
。

　

大
学
と
の
連
携
で
は
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
留
学

生
を
世
界
全
体
で
約
１
０
０
の
日
本
の
大
学
や
大
学

院
が
受
け
入
れ
て
お
り
、
う
ち
年
間
４
０
０
人
程
度

が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
留
学
生

で
あ
る
。
留
学
期
間
中
に
は
、
明
治
維
新
後
の
日
本

ア（
同
５
０
０
億
円
）、
11
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア（
同
２

５
０
億
円
）に
円
借
款
を
供
与
し
た
。
南
ア
ジ
ア
な

ど
に
も
同
様
の
支
援
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
の
緊

急
支
援
円
借
款
の
供
与
総
額
は
３
２
７
５
億
円
に
及

ん
で
い
る
。
２
０
２
１
年
度
も
上
記
３
カ
国
を
含
め

全
体
で
２
千
億
円
程
度
の
緊
急
支
援
円
借
款
の
承
諾

を
目
指
し
て
い
る
。
資
金
の
使
途
は
、
保
健
分
野
の

拡
充
に
使
わ
れ
る
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
経
済

振
興
の
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
円
借
款
の
金
利

は
０
・
０
１
％
と
低
利
で
ク
イ
ッ
ク
な
支
援
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。

日
本
経
済
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
の
強
化

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
経
済
成
長
に
合
わ
せ
、
日
本

経
済
と
の
関
係
も
深
め
て
い
る
。
日
系
企
業
が
行
う

投
資
や
経
済
活
動
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
発
展
の
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、

日
本
の
民
間
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
、
地
方
自
治

体
な
ど
が
有
す
る
優
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
事
業
を
数
多
く
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
円
借
款
の
提
供
で
あ
る
。
本
年
度（
２
０

２
１
年
度
）は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
対
し
緊
急
支

援
円
借
款
を
含
め
て
全
体
で
１
兆
円
を
超
え
る
円
借

款
の
承
諾
を
行
う
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
円
借

款
の
事
業
形
成
に
お
い
て
は
、
日
本
企
業
の
参
画
を

（
注
）�Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
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